
地域防災拠点機能の確保について

小林小学校跡地活用の検討にあたっては、現行（小林小学校）の地域防災拠点機能の確保をめざす。

◆避難受入可能人数の確保
災害時避難所：８０１人
一時避難場所：２，５００人
津波避難ビル：１，２５８人

◆備蓄物資の保管スペースの確保

◆電源や水道設備の確保

◆定期的な防災訓練の実施機会の確保

◆訓練や災害時の施設管理者としての協力体制

【資料４】


